
◇施設基準によって定められている掲示事項◇

情報通信機器を用いた診療

医療DX推進体制整備加算

院内トリアージ実施料

外来腫瘍化学療法診療料1

コンタクトレンズ検査料1

後発医薬品使用体制加算・一般名処方加算・バイオ後続品使用体制加算

医科点数表第二章第十部手術通則第5号及び第6号並びに歯科点数表第二章第九部
手術通則第4号に掲げる手術

地域歯科診療支援病院歯科初診料・歯科外来診療医療安全対策加算２

歯科技工加算１及び２

ハイリスク分娩等管理加算



情報通信機器を用いた診療について

◆当院では、「オンライン診療の適切な実施に関する指
針」（厚生労働省）を遵守し、オンライン診療を実施
しています。

◆情報通信機器を用いた診療の初診の場合には向精神薬
の処方は行いません。

情報通信機器を用いた診療に係る施設基準 医事課 医事課長



医療DX推進の体制について

当院は、医師等が診療を実施する
診察室等において、オンライン資
格確認等システムにより取得した
診療情報等を活用して診療を実施
している医療機関です。

マイナ保険証の利用を促進する等、
医療ＤＸを通じて質の高い医療を
提供できるよう取り組んでいます。

医療 推進体制整備加算に係る施設基準DX 医事課 医事課長



当院では院内トリアージを行っています

院内トリアージとは、

診療前に専門知識を有した看護師が症状をうかがい、
患者さんの緊急度・重症度を判断し、より早期にケアを
要する患者さんから優先して診療する方法です。

診療の順序が前後することがありますが、ご理解を
お願いいたします。

院内トリアージ実施料 医事課 医事課長



外来腫瘍化学療法診療料1にかかる掲示

専任の医師、看護師、薬剤師を院内に常時1人以上配置し、
患者さんからの電話等による緊急の相談に24時間対応できる
連絡体制を有しています。

患者さんの急変時や緊急時に入院できる体制を確保してい
ます。

実施される化学療法のレジメン（治療内容）の妥当性を評価し、
承認する委員会を開催しています。

外来腫瘍化学療法診療料１ 医事課 医事課長



コンタクトレンズ検査料について
初診料・外来診療料について

コンタクトレンズ装用を目的としている方で
本院を初めて受診された方は初診料291点を、本院で過去に
同検査を受けたことのある方は外来診療料76点を算定いたします。

コンタクトレンズ検査料１について
コンタクトレンズ装用を目的に眼科学的検査を行なった場合は
200点を算定いたします。

コンタクト診療を担当する医師
（診療日により担当医は変更になります）

上記についてご不明な点は職員にお尋ねください。

コンタクトレンズ検査料 医事課 医事課長

氏名 眼科診療経験

中村 誠 33年

中西 裕子 29年

長井 隆行 19年



後発医薬品の使用促進について
当院では、入院・外来ともに後発医薬品（ジェネリック医薬品）及び
バイオ後続品の使用に積極的に取り組んでいます。
後発医薬品の導入にあたり当院の採用基準を遵守し、
有効性・安全性を十分評価したうえで導入を実施しています。

医事課 医事課長

医薬品の供給状況に応じた対応について
当院において医薬品の供給が不足した場合は、
治療計画等の見直しを行う等、適切に対応いたします。

医薬品の供給状況により、治療の際に投与する薬剤が変更となる
場合には、薬剤の変更について説明いたします。

院外処方せんで、一部の薬品名は商品名ではなく一般名で記載されてい
ます。これにより、医薬品の供給が不安定な状況下においても、院外薬
局で銘柄によらず供給・在庫の状況に応じ調剤できるため、適切に医薬
品を提供することに繋がります。

2024年10月より、医療上必要性がある場合を除いて、患者様が保険薬局
にて一部の先発医薬品を希望された場合、後発医薬品との差額の一部を
ご負担いただく場合があります。

後発医薬品使用体制加算・一般名処方加算・バイオ後続品使用体制加算



手術件数（2024年1月～12月）

医科点数表第２章第１０部手術の通則５及び６
（歯科点数表第２章第９部手術の通則４を含む）に掲げる手術 医事課 医事課長

区分１に分類される手術 件数
頭蓋内腫瘤摘出術等 138
黄斑下手術等 527
鼓室形成手術等 12
肺悪性腫瘍手術等 275
経皮的カテーテル心筋焼灼術 359

区分２に分類される手術 件数
靱帯断裂形成手術等 68
水頭症手術等 55
鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等 9
尿道形成手術等 4
角膜移植術 11
肝切除術等 196
子宮附属器悪性腫瘍手術等 38

区分３に分類される手術 件数
上顎骨形成術等 42
上顎骨悪性腫瘍手術等 93
バセドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉） 3
母指化手術等 13
内反足手術等 0
食道切除再建術等 15
同種死体腎移植術等 65

区分４に分類される手術 件数
胸腔鏡下又は腹腔鏡下を用いる手術 823

その他の区分に分類される手術 件数
人工関節置換術 326
乳児外科施設基準対象手術 0
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交
換術 78
冠動脈、大動脈バイパス移植術（人工心肺を
使用しないものを含む。）及び体外循環を要
する手術

465

経皮的冠動脈形成術、経皮的冠動脈粥種切除
術及び経皮的冠動脈ステント留置術 163



歯科の初・再診料に係る施設基準について

◆地域歯科診療支援病院歯科初診料
当院には感染制御部が設置されており、同部が監修する院内感
染防止マニュアルに倣い、口腔内で使用する歯科医療機器など
について、患者ごとの交換や専用の機器を用いた洗浄・滅菌処
理を徹底するなど、十分な院内感染防止対策を講じています。

◆歯科外来診療医療安全対策加算２
当院には医療安全管理室が設置されており、同室が監修する医
療安全管理マニュアルに倣い、医療安全管理対策を講じており
ます。また、医療安全対策に関する研修を受けた歯科医師及び
医療安全管理者を配置し、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を保
有しています。緊急時には当院医科診療科との連携体制を確保
するなど、医療安全対策について十分な体制を整備しています。

歯科の初・再診料に係る施設基準 医事課 医事課長



有床義歯修理及び有床義歯内面的合法の
歯科技工加算１及び２について

当院では、患者さんの求めに応じて、
迅速に有床義歯の修理を行うために
下記の体制を整備しております。

専用機器を備えた歯科技工室を有しています。

常勤の歯科技工士を配置しております。

有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算１及び２ 医事課 医事課長



ハイリスク分娩管理加算にかかる掲示

◆ 分娩件数

４３０件

（2024年1～12月）

◆ 医療機関内に配置されている職員数

◦ 産婦人科医師 ２７人

◦ 助産師 ４６人

（2025年1月1日時点）

ハイリスク分娩管理加算 医事課 医事課長
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